
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            理事長あいさつ 

ＷＨＯのコロナ対策について 

ＷＨＯ（世界保健機関）、これは国連の機関の 1 つで人間の最高の健康を 

目標として、各種の疾病の監視や対策、衛生環境の充実のため、世界各国の 

取り組みにアドバイスや支援を行う機関です。 

    私が学生の頃には、世界の医療情報に対して、アメリカのＣＤＣ（疾病予防 

管理センター）とともに、最も信頼できる機関でした。天然痘の絶滅宣言も 

ＷＨＯの発表でした。ロシアで流行した多剤耐性の結核の情報もありました。 

   ところが今回の新型コロナウイルスに関しての最初のＷＨＯの発表には全く失望するものであり 

ました。かつ、危機感の薄い発表で、我々医療に携わる者からの視点からすると中国、韓国の爆発 

的な流行からはすでにパンデミック（世界的流行）は十分予測できていましたし、もうパンデミッ 

クとの警告があっても遅いくらいの状態でした。 

しかし、ＷＨＯの発表は、明らかに中国への配慮としか考えられない甘い発表が続きました。そ 

  の後、中国はＷＨＯへ巨額の寄付金を約束しました。それに続くようにＷＨＯは「中国はよくやっ 

  ている。」と評価し、いかにも日本の対応が悪いような言い方でした。 

   韓国の大統領は、早々と収束宣言をして日本が困っているなら韓国の医療技術や情報を提供して 

  も良いと言いましたが、その後、大変な流行となり日本とも協力して対策したいと発表、その後、 

日本が旅行制限をするとその報復として韓国も旅行制限をすると発表し、まるでけんか腰の物言い 

でした。その後、ＷＨＯは流行がヨーロッパ全域に及びようやくパンデミックを宣言しましたが、 

何の予防策や情報もないまま各国が旅行制限をしている状態ですが、韓国は、日本以外の国には報 

復という言葉は一言も使っていません。 

   考えなければならないことは、現在のＷＨＯは昔の権威を失い、信頼できないということと、韓 

国のように疾病の予防のために苦慮しているほかの国に対し、けんか腰になるようではパンデミッ 

クは収束に向かわない。この疾病は、世界の医療、政治が一丸となって取り組むべき事態であると 

思います。付け加えれば、イタリアが他の国より格段に多い死者を出している原因の 1 つは、かつ 

て医療にかかる予算が多くなり病院や予算を縮小したので、感染の拡大に医療が対応できなくなり 

医療崩壊が起こっているためと言われています。 

ちなみに日本も政府が全国の病院のベッド数を３万床削減する政策を開始していますが、このコ 

ロナの拡大に伴い感染ベッドを５０００床増やすと言う、どこか矛盾する発言をしています。ＷＨ 

Ｏはマスクは何の役にも立たないと言っていますが、外出にはマスク、外出後は手洗いやうがいは 

予防の常識です。    

医療法人興生会 理事長 押川達巳 
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   有料老人ホームライフ和（やわらぎ）紹介 

有料老人ホームライフ和には、現在、男性２名、女性１１名の計１３名の方が入居されています。 

当施設は、介護保険制度を利用し身の周りのお手伝いをさせていただくことで安心した日常生活 

が送れるよう日々努力しております。 

      当施設は、ほとんどの方が４つの時代を生きて来られ、学ぶことも多くあります。お世話をさせて 

いただくことに感謝の念を込め、真心を持って接していきたいと思っております。 

お近くにお越しの際は是非、お声かけください。スタッフ一同お待ちしております。 

管理者 時任富士子 

訪問介護 ヘルパーステーションやわらぎ紹介 

当事業所は、一人ひとりのニーズと意思を尊重し信頼できる訪問介護を目指しております。 

「その人らしい」生活が送れるよう基本的な日常生活をトータルでサポートし安心していただける 

サービスを提供いたします。また、生活上の不安や介護に関する悩み等がありましたら、どんな 

ことでもお気軽にご相談ください。 

管理者 須股みゆき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

居宅介護支援事業所紹介 

２０００年に介護保険制度が発足し、約２０年という月日の中で社会は大きく変化すると同時に、制 

      度運用の要として私たちケアマネージャーも資質向上に向け、様々なニーズに対応し効果的な支援 

      ができるよう日々精進しております。 

限られた資源の中で、住み慣れた我が家、地域でその人らし 

く自立した生活が安心して送れるよう、ご家族様や医療機関、 

各サービス事業所、地域、社会全体と連携し支えていければと 

思っております。 

今年１月には、新しいスタッフを迎え、主任ケアマネージャー 

を二人配置しています。当事業所のみならず地域全体での役 

割も求められ、一層の努力が必要ですが少しでもお役に立てれ 

ばとの思いで頑張っております。 

何かお困りのことなどございましたらご相談ください。 

西郷 紫 ・ 村脇 由美子 

  

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護職員・介護スタッフ募集中！！ 

当院では、一緒に働いてくださるスタッフを募集しています。 

☆正看護師   ４名：病棟 

☆准看護師   １名：訪問看護ステーション（開設予定） 

☆介護スタッフ １名：グループホーム（ライフ＆和） 

《問合せ先》勤務条件など詳細は、下記までお気軽に問い合わせください。 
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